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令和８年の労働災害 

（９月末現在） 

死亡者数  ０人 

死傷者数 ５９人  

第１４次労働災害防止計画 

４年目の目標 

死亡者数 ０人 

死傷者数 １０９人以内 

 
 

 

ハラスメント対策 

 

 

特定自主検査強調月間 

 
 

１ ９月から１２月までの間の労働災害発生状況（過去２年間との比較） 

 

２ 業種別の死傷者数の比較 

 

３ 事故の型別の死傷者数の比較 
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トピック 令和８年の労働災害発生状況（詳細速報） 

◎建設業において災害が倍増し

ています。 

◎建設業における災害のうち半

数が、墜落・転落であり、起因

物は、脚立、屋根、トラック（荷

台）となっています。 

◎２メートル未満の箇所で作業

を行うときは、墜落の危険性が

相対的に低い、可搬式作業台等

の使用も検討してください。 

◎９月末時点における休業４日

以上の死傷者数は、昨年より

８人少ない５９人です。 

◎過去２年間を振り返ると、１

０月から１２月までの間は災

害が増加する傾向にありま

す。 

◎年末年始が来る前に、早目に

非定常作業における安全確

認、作業前の点検、作業手順

や交通ルールの再確認などの

安全対策を行ってください。 

◎転倒災害の上位３種類 

  １位 滑り  （７件） 

２位 もつれ等（５件） 

３位 つまずき（３件） 

◎滑りやすい箇所の清掃、転倒 

予防体操の励行、段差や凹凸 

の解消などの対策をお願いい 

いたします。 

◎労働災害全体のうち、６０歳 

以上の者が、全体の約３７％ 

を占めています。 


